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ときの輝き

歌
が
流
行
し
た
中
世
後
期
に
は
、
連
歌
作

品
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

正
盛
は
、
同
６
年
（
１
５
０
９
）
２
月

に
「
池
田
千
句
」
と
い
う
連
歌
会
を
主
催

し
ま
す
。
こ
の
連
歌
会
に
は
肖
柏
を
は
じ

め
、
飯
尾
宗
祇
の
弟
子
で
あ
る
宗
碩

そ
う
せ
き
な
ど

当
時
有
数
の
連
歌
師
が
名
を
連
ね
、
池
田

氏
の
一
族
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「
池
田
千
句
」
は
、
開
催
さ
れ
た
時
期
を

考
え
る
と
、
正
盛
が
一
族
内
の
混
乱
を
収

め
て
、
家
督
を
相
続
で
き
た
こ
と
を
神
仏

に
感
謝
し
た
連
歌
会
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
連
歌
は
、
文
芸
と
し
て
の

連
歌
以
外
に
、
当
時
の
社
会
で
別
の
一
面

を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
歴
史
民
俗
資
料
館
（
蕁

７
５
１
・
３
０
１
９
）

前
回
は
、
連
歌
と
連
歌
師
の
特
徴
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
現
存
し

て
い
る
連
歌
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
池
田

氏
と
連
歌
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
文
明
13
年
（
１
４
８
１
）
ご
ろ

に
成
立
し
た
飯
尾

い
い
お

宗
祇

そ
う
ぎ

の
『
老
葉

わ
く
ら
ば
』
初
編

本
で
す
。
文
中
に
「
池
田
若
狭
守
許
に
て

千
句
侍
り
し
に
」
と
あ
り
、
池
田
氏
が
催

し
た
千
句
連
歌
に
宗
祇
が
参
加
し
て
い
た

こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま

た
、
池
田
民

部
丞
の
連
歌

会
に
も
宗
祇

が
参
加
し
て

い
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ

に
見
え
る
若

狭
守
は
池
田

正
種
の
こ
と

で
、
民
部
丞

は
池
田
綱
正

の
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。

正
種
ら
池
田
一
族
の
句
は
『
新
霽
菟
玖

波
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
書

の
作
者
と
句
数
の
一
覧
で
あ
る
「
作
者
部

類
」
に
は
、
一
族
７
人
の
名
前
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。
他
の
連
歌
作
品
に
も
正
種
ら

の
名
前
が
散
見
し
、
池
田
氏
が
優
れ
た
連

歌
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。文

明
17
年
（
１
４
８
５
）
３
月
に
「
新

住
吉
千
句
」
と
い
う
連
歌
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
連
歌
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
百
句
ご
と
の
冒
頭
１
〜
３
句
と
、
そ

の
作
者
名
を
抜
き
出
し
た
資
料
が
残
っ
て

い
ま
す
。
連
歌
会
す
べ
て
の
句
と
参
加
者

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
資
料
か
ら
次

の
人
物
の
参
加
が
確
認
で
き
ま
す
。

池
田
氏
か
ら
は
正
種
、
綱
正
ら
の
名
前

が
見
え
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
幕
府
の
管
領

職
に
あ
り
摂
津
守
護
で
あ
っ
た
細
川
政
元

（
１
４
６
６
〜
１
５
０
７
）
や
、
池
田
氏

と
同
じ
く
細
川
氏
の
被
官
で
摂
津
国
内
に

勢
力
を
持
っ
て
い
た
国
人
の
能
勢
頼
則
、

伊
丹
元
親
、
塩
川
秀
満
ら
が
参
加
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

作
品
と
し
て
は
、
政
元
が
最
初
の
百
句

の
１
句
目
（
発
句
）
を
、
頼
則
が
２
句
目

（
脇
句
）
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
連
歌
会
に

お
い
て
、
１
句
目
を
主
賓
が
、
２
句
目
を

主
催
者
が
詠
む
こ
と
が
式
目
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
か
ら
、「
新
住
吉

千
句
」
は
能
勢
氏
の
領
内
に
住
吉
社
を
勧

請
し
た
こ
と
を
祝
っ
て
、
政
元
を
頂
点
に

し
た
摂
津
国
内
の
被
官
た
ち
が
行
っ
た
連

歌
会
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

前
回
、
連
歌
の
特
色
の
一
つ
に
、
お
互

い
の
句
を
鑑
賞
し
て
い
く
間
に
グ
ル
ー
プ

内
の
連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
が
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
国
人
同
士
の
連

帯
感
を
高
め
親
睦

し
ん
ぼ
く
を
図
っ
た
も
の
と
い
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
連
歌
会
を
通
し
て
結
束

を
固
め
た
国
人
た
ち
で
す
が
、
永
正
４
年

（
１
５
０
７
）
以
降
、
政
元
の
養
子
で
九

条
家
出
身
の
細
川
澄
元
（
１
４
８
９
〜
１

５
２
０
）
と
、
同
じ
く
養
子
で
同
族
の
阿

波
守
護
細
川
氏
出
身
の
細
川
高
国
（
１
４

８
４
〜
１
５
３
１
）
の
間
に
、
政
元
の
後

継
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
摂
津
の
国
人
た
ち
も

両
派
に
分
か
れ
て
争
い
、
さ
ら
に
同
族
内

で
も
分
裂
が
生
ま
れ
、
激
し
い
合
戦
が
起

こ
り
ま
し
た
。

池
田
氏
は
、
筑
後
守
貞
正
が
澄
元
派
、

同
族
の
遠
江
守
正
盛
が
高
国
方
に
分
か
れ

て
争
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
５
年

（
１
５
０
８
）
４
月
に
高
国
方
の
細
川
尹

賢
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
池
田
城
は
落
城
し
、

貞
正
以
下
20
人
余
り
が
命
を
落
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
正
盛
が
池
田
城
主
と
な
っ

て
池
田
氏
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
連
歌
は
一
つ
の
文
芸
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
神
仏
に
願
い
や
感
謝
を

込
め
て
奉
納
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
古
く
か
ら
和
歌
や
漢

詩
な
ど
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
連

連
歌
会
の
持
つ
意
味

池
田
氏
と
連
歌

連
歌
資
料
に
見
る
池
田
氏
の
変
遷

細
川
尹
賢

た
だ
た
か

書
状
（
個
人
蔵
）

池
田
氏
と

池
田
氏
と

　
牡
丹
花
肖
柏

　
牡
丹
花
肖
柏

池
田
氏
と

　
牡
丹
花
肖
柏

第 

三 

回

ぼ
　
　
た
　
ん
　
　
か
　
　
　
し
よ
う
　
は
　
く

新霽菟玖波
し ん せ ん つ く ば

集（部分、大阪天満宮蔵）
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日、10/11貉～19貅
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日（祝日の場合は翌日）
蘆一般1,000 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第1水曜日、祝日（月曜日の場合は翌日も）
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆企画展「はがきいろいろ－葉書が描く時代－」

蘆特別展「池田氏と牡丹花肖柏」
☆ミュージアムミニトーク（10/22豸14:00、聴講無料）

～10/8豸

10/20貊～12/3豸

蘆特別展「細川護熙・加藤静允　
　　数寄に生きる　―書・画・陶磁―」

蘆宝塚歌劇と民俗芸能

☆講演会…宝塚の民俗芸能研究の歴史的意義
―「国民文化」と「地域文化」のはざまで―
　　　　　　　　　　　　　（11/18貍13:30、聴講500円）

～10/9豢

10/11貉～12/3豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

年
々
減
っ
て
い
る
こ
と
が
、
同
６
年
の
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

同
14
年
の
統
計
で
は
、
池
田
で
は
人
力
車

22
台
に
対
し
、
自
転
車
３
７
９
８
台
、
乗

用
自
動
車
85
台
で
し
た
。

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
の
朝
日
新
聞

に
、
池
田
で
た
だ
一
人
残
っ
て
い
た
62
歳

の
現
役
車
夫
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
そ
の
車
夫
が
語
っ
て
い
る
話
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

「
池
田
に
も
戦
争
前
に
は
四
、
五
十
人

の
車
夫
が
い
て
ま
し
た
ん
や
け
ど
、
い
ま

で
は
…
わ
た
い
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
…
こ
な
い
だ
も
遠
足
に
来
た
小
学

生
が
わ
て
の
車
を
見
て
軈
わ
ァ
無
法
松

（
注
）
の
本
物
が
あ
り
よ
る
軋
と
黒
山
の

人
だ
か
り
だ
す
。
…
い
ま
で
は
ま
っ
ぴ
る

ま
に
乗
っ
て
く
れ
は
る
人
は
あ
れ
し
ま
へ

ん
。
…
こ
ん
な
ん
は
時
世
お
く
れ
や
さ
か

い
、
し
ゃ
ぁ
な
い
と
わ
た
い
も
あ
き
ら
め

て
ま
。
し
ゃ
ぁ
け
ど
夜
さ
り
に
は
毎
日
必

ず
二
、
三
人
の
お
客
さ
ん
は
あ
り
ま
っ
せ
。

…
せ
ま
ァ
い
路
ォ
地
を
は
い
る
の
は
こ
れ

に
限
り
ま
っ
さ
か
い
に
…
。
車
代
は
一
キ

ロ
半
が
七
十
円
の
勘
定
に
な
っ
と
り
ま
す
。

…
こ
の
土
地
に
古
い
さ
か
い
に
、
ど
ん
な

と
こ
で
も
探
し
当
て
る
親
切
が
、
だ
れ
に

も
負
け
へ
ん
サ
ー
ビ
ス
だ
ん
な
」（
注
…

人
力
車
の
車
夫
を
主
人
公
に
し
た
映
画

「
無
法
松
の
一
生
」）

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

発
行
の
『
東
能
勢
村
誌
』
に
よ
る
と
、
そ

の
こ
ろ
、
東
能
勢
村
（
現
豊
能
町
）
で
は

人
力
車
の
利
用
客
が
多
く
て
車
夫
が
足
り

ず
、
時
に
は
一
人
で
池
田
へ
３
往
復
す
る

こ
と
も
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
田

と
余
野
間
は
、
片
道
10
誅
以
上
。
そ
れ
も
、

現
在
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
路
面

の
道
を
、
人
を
乗
せ
た
車
を
引
く
の
で
す

か
ら
、
当
時
の
車
夫
の
脚
力
に
は
驚
か
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
庶
民
の
足
で
あ
っ
た
人
力
車

も
、
郊
外
交
通
機
関
の
発
達
や
、
自
動
車

や
自
転
車
の
普
及
に
押
さ
れ
、
次
第
に
衰

退
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）、
府
内
で
２

千
台
以
上
あ
っ
た
営
業
用
人
力
車
は
、
同

10
年
に
は
五
分
の
一
の
４
４
４
台
に
ま
で

激
減
し
て
い
ま
す
。
池
田
警
察
署
管
内
の

営
業
用
人
力
車
も
、
自
動
車
の
進
出
で

人
力
車
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
、
東

京
で
創
案
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

庶
民
の
交
通
手
段
が
未
発
達
だ
っ
た
当
時
、

た
ち
ま
ち
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

池
田
の
旧
家
の
日
記
に
は
、
早
く
も
明

治
10
年
（
１
８
７
７
）、
箕
面
で
の
紅
葉

狩
り
の
帰
路
、
初
め
て
人
力
車
に
乗
っ
た

と
、
誇
ら
し
げ
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
す

で
に
こ
の
こ
ろ
に
は
池
田
の
ま
ち
で
も
、

新
し
い
時
代
の
乗
物
を
眼
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

そ
の
人
力
車
の
運
賃
で
す
が
、
明
治
36

年
（
１
９
０
３
）
の
『
大
阪
府
豊
能
郡
案

内
地
図
』
に
よ
る
と
、
阪
鶴
鉄
道
池
田
停

車
場
（
現
JR
宝
塚
線
の
「
川
西
池
田
」
駅
）

か
ら
池
田
町
ま
で
８
銭
、
木
部
ま
で
10
銭
、

多
田
院
へ
20
銭
、
箕
面
ま
で
25
銭
、
妙
見

鳥
居
前
ま
で
35
銭
。
雨
天
夜
中
は
割
増
あ

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

市史編纂だより
さん

21

人
力
車
と
池
田

余
野
〜
池
田
間
3
往
復

人
力
車
に
初
め
て
乗
る

戦
後
も
走
っ
た
人
力
車

交
通
機
関
の
発
達
で

戦後の阪急「池田」駅前に並ぶ人力車


